
評価点 前年比 前年

1-1 81 ↓ 82

1-2 81 ↑ 78

1-3 65 ↓ 68

令和７年度　学校自己評価（評価項目達成・取組状況調査）結果報告　　　　　　　2026.5.28 THU.

学校法人朋友学園　四国総合ビジネス専門学校

    評価対象期間：令和７年４月１日（火）～令和８年３月１３日（金）　　実施対象：全教職員

◆　下記の各項目について、以下の評価基準に基づいて評価し、Ａ～Ｄの記号を所定の欄にご記入ください。

　　評価基準　＜Ａ：十分である 　Ｂ：おおむね十分である 　Ｃ：やや不十分である 　Ｄ：不十分である＞

１　教育理念・人材育成

実
績
・
取
り
組
み
等

【校　　　訓】　創造　自主　誠実

【教育理念】　一人ひとりの未来をサポート　～個別に、わかりやすく、丁寧に～

【教育目的及び目指す育成人材像】

　　高度な専門性を有し、地域に根ざした特色ある学校づくりを目指すとともに、２１世紀の担い手として、

  社会の変化に対応できる創造力と自主的精神を持った心身ともに健全な人間を育てる。

【学校の特色】　少人数クラス・きめ細かな資格進路指導・アットホームな雰囲気

【学校の将来像】

　　多様な学生・訓練生を受け入れ、それぞれのニーズに応える資格取得、進路実現につなげることで

　　地域社会を支える人材を育成する学校　→「県内就職ならＳＳＢ」と言われる信頼を築く。

【ｍｅｍｏ】

分
析

　　  教育理念・目的・目指す育成人材像・学校の特色については、概ね共通理解が図られているが、学校

   の将来像については、イメージの浸透が不十分である。学生数減少を想定した本校の将来像をより明確に

   示す必要がある。

改
善
策
等

①本校が目指すビジョンを見える化して全教職員に浸透させる。

　→「学校要覧」の教職員への配付、職員会議資料での提示、ＨＰやＳＮＳでの啓発機会増加

②学校の将来像については、継続的に検討し、さらなる明確化を図る。

　　→「県内就職ならＳＳＢ」と言われる評価・信頼を築くための具体策提示　等

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

教育理念・目的・目指す育成人材像は定められていますか。

学校の特色として挙げられているものはありますか。

社会や業界のニーズを踏まえた学校の将来像を描いていますか。



評価点 前年比 前年

2-1 76 ↑ 75

2-2 72 ↓ 74

2-3 75 ↑ 72

2-4 74 ↑ 69

【運営方針】「この法人は、教育基本法及び学校教育法に従い、専修学校教育を行うことを目的とする。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（学校法人朋友学園寄付行為　第３条）

【事業計画】運営方針に基づき、本科・受託ともに事業計画、行事計画等が定められている。

【意思決定】運営に関することは理事会を中心に決定、教務事項は企画運営会議で決定している。

２　学校運営

分
析

　　各項目とも概ね十分であるという結果である。運営組織・意思決定、人事・給与については、少数だが

　否定的な回答もあった。職員の採用、定年後の雇用延長に関する説明が十分になされていなかった点

　が背景にあったと考えられる。

実
績
・
取
り
組
み
等

　　　　本科　…　学校案内パンフレット、「学校要覧」、ＨＰ等で公表している。

　　　　受託　…　委託先のハローワーク、香川県立高等技術学校等と連携して定めている。

　　　　理事会　…　学園の会計報告、監査報告、事業計画等の説明、協議、決定

　　　　企画運営会議　…　校内運営組織の検討、卒業・進級に関する申し合わせ事項の検討

　【人事給与】常に最新の法令に基づいて就業規則が運用されている。

【ｍｅｍｏ】

改
善
策
等

　①理事会での協議、決定事項等を全教職員に周知し、運営方針の浸透を図る。

　②教職員の採用等に際しては、理事会・企画運営会議で事前の周知を図ることが望ましい。

　③定年後の雇用延長については、職員会議にて説明があり職員間の理解が図られている。

　　（例）６５歳までは原則として希望に応じて雇用が延長される。

　　　　　６５歳を超えると希望に応じて雇用の延長もある。

　　　　　但し、上記ともに学園の経営状態が可能な範囲での対応とする。

　④物価高、賃上げの流れに応じた給与等の見直しを図るためにも学生募集に注力する。

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

　　　　「この規則が法令と異なる場合、あるいはこの規則に定めのないときは法令の定めるところによる。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（就業規則　第２条）

運営方針は定められていますか。

目的・目標を達成するための事業計画は定められていますか。

運営組織や意思決定の機能は、効率的なものになっていますか。

人事や給与に関する制度を整備し、それに基づいて運用されていますか。



評価点 前年比 前年

3-1 71 ↓ 75

3-2 72 ↓ 74

3-3 71 → 71

3-4 81 ↑ 71

3-5 78 ↑ 75

3-6 75 ↑ 71

【教育到達レベル】各科目の履修、単位の修得をもって、課程の修了としている。

【カリキュラム】教育課程表により、適切に編成されている。

３　教育活動 Ｂ

改
善
策
等

①専門学校として、定められた教育課程を修了させることの理解をより深める。

②教員の高齢化が進み、若手教員の採用も求められる。学校経営面で可能な範囲で対応する。

③「卒業・進級に関する申し合わせ事項」改訂版をできるだけ早期に示す。

④学校評価結果に基づく「ＰＤＣＡサイクル」をより明確に機能させる。

【ｍｅｍｏ】

　　　　いて評価を受けることができない。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（学則第９条）

【資格取得】資格取得指導ができる職員が授業、個別指導等で対応している。

【授業評価】毎年６月に授業評価を実施、３月に自己評価を実施し、改善を図っている。

分
析

　　各項目ともよく似た評価結果であった。多様な学生が増加している状況を受け、教育到達レベルの

　維持や設定等について、これまで以上に配慮が求められていることがうかがえる。

実
績
・
取
り
組
み
等

　　　　「卒業までに履修させる単位数は、情報処理科、ビジネス情報科とも６２単位以上とする。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（学則第８条２）

　　　　教育課程表は学校案内パンフレット、学校要覧、ＨＰ等で公表している。

【教員配置】学校経営上可能な範囲で、専門性を有する職員を配置している。

【認定基準】学則、申し合わせ事項により定めている。さらなる改善を図り「申し合わせ事項」改訂中。

　　　　「授業科目の成績評価は、学年末において、各学期末に行う試験、実習の成果、履修状況等を

　　　　総合的に勘案して行う。ただし、出席時数が授業時数の３分の２に達しない者は、その教科につ

Ｂ

教育目的・目指す育成人材像や業界のニーズを踏まえ、その修業年限に対応した教
育到達レベルを明確にしていますか。

学科のカリキュラムは体系的に編成されていますか。

育成目標に対応した授業を行うことができる資格、要件を備えた教員を配置していま
すか。

成績評価・単位認定、進級・卒業認定の基準は明確に定められていますか。

資格取得等に関する指導体制はありますか。

授業評価の実施及び評価結果分析等を授業改善につなげていますか。

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ



評価点 前年比 前年

4-1 76 → 76

4-2 75 ↑ 74

4-3 81 ↑ 72

【就職率】全体の就職率９５．９％、希望就職率１００％となっている。（R8.3.26現在）

【県内関連業界就職】学生の希望に応じて、県内及び関連業界への就職を図っている。

実
績
・
取
り
組
み
等

　　令和８年３月卒業生５０名（就職希望者４７名内定、２名は就職希望ぜず、１名は大学編入学）

　　→主な就職先は「学校案内パンフレット」・「学校要覧」・ＨＰ等で公表している。

　　令和８年３月就職内定者４７名（県内就職者４４名、県外就職者３名：東京・大阪・徳島）

　　→主な就職先は「学校案内パンフレット」・「学校要覧」・ＨＰ等で公表している。

【資格取得率】授業、個別指導等により、資格取得率の向上を図っている。

　　　→主な取得資格は「学校案内パンフレット」・「学校要覧」・ＨＰ等で公表している。

４　学修成果 Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

就職率の向上が図られていますか。

県内及び関連業界への就職が図られていますか。

資格取得率の向上が図られていますか。

分
析

　　資格取得率の向上において、昨年よりも評価ポイントが上がった。進路希望者の内定率は１００％を

　維持することができた。県内就職率においても高い割合を維持している。

改
善
策
等

①学生のニーズが多様化する中で、就職を希望せずアルバイト生活を継続する等のケースも出ている。

　正規採用にこだわらずに働くことを選択する学生に対しても望ましい勤労観、職業観を持たせ、未来の

　担い手である自覚を育む。

②県内就職における実績を本校の強みに位置づけ、「若者の県内定着」を支える専門学校としての存在

　意義をＰＲする。県の施策とも合致するので、公共政策とリンクして本校を知ってもらう機会を模索する。

③多様な学生の多様なニーズに柔軟に対応しつつ、例えば習熟度別対策講座のような形で、個別指導

　等にあたる教職員の負担を軽減できるシステムづくりにも注力する。

【ｍｅｍｏ】



評価点 前年比 前年

5-1 74 ↑ 69

5-2 79 ↑ 74

5-3 81 ↑ 78

5-4 85 ↑ 74

5-5 82 ↑ 72

【退学率】令和７年度は２年生１名、１年生３名の計４名（内１名は就職）が退学した。

【進路指導体制】全教職員の連携により、計画的かつ継続的に取り組んでいる。

【卒業生支援体制】担任・教頭を中心に支援にあたっている。

実
績
・
取
り
組
み
等

　　　退学者数…令和５年度５名、令和６年度６名（内１名は公務員合格）と推移している。

 　　就職指導年間計画、サポート体制については、「学校案内パンフレット」、HP等で公表している。

【相談支援体制】全教職員の連携により、支援にあたっている。

　 　必要に応じて、本科会、職員会議等で学生支援に関する情報交換、共通理解の場を設けている。

　 　卒業生の現況報告等の記事をＨＰ、ＳＮＳにて掲載しているほか、各種相談に応じている。

５　生徒支援 Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｂ

生徒に対する経済的な支援体制は整備されていますか。

卒業生への支援体制はありますか。

【ｍｅｍｏ】

分
析

　　各項目とも昨年よりは評価ポイントが上がった。退学者数が昨年より減少したこと、計画的かつ継続的

　な就職指導、校内奨学金等の支援制度が充実していること、卒業生との良好な関係を示すＳＮＳ記事等

　が背景にあると考えられる。

改
善
策
等

①経済的な理由で退学する学生を救済する支援について引き続き検討する。

　→授業料等の分割納入、教科書代等の分割納入、学内奨学金や特待生制度の見直し　等

②多様な学生に対応できるような教職員の指導力向上を図る。

　　→発達障害や学習障害等に関する教職員研修の機会を持つ。

Ｂ

Ｂ

退学率の低減が図られていますか。

進路に関する支援体制は整備されていますか。

生徒からの相談に対応する支援体制は整備されていますか。



評価点 前年比 前年

6-1 65 ↑ 56

6-2 75 ↑ 71

6-3 84 ↑ 76

6-4 94 ↑ 87

【施設・設備】修繕が必要な個所の修繕、校内の美化、機器の更新等にあたっている。

【防災訓練】消防署と連携した防災訓練、救急救命講習等を実施している。

６　教育環境 Ｂ

　せるような防災教育・防災訓練となるように工夫を重ねたい。

　　９月に委託業者による消防機器点検を実施

　　９月に本科学生、受託訓練生、教職員による防災避難訓練を実施

　　防災避難訓練に引き続き、高松市南消防署職員による救急救命講習（ＡＥＤ講習）を実施

分
析

　　各項目とも前年度より評価点が向上した。防災訓練の実施については、毎年実施している防災避難

　訓練に合わせて、隔年実施している救急救命訓練を消防署職員を招いて実施したことなどもあり、高い

　評価点となった。

実
績
・
取
り
組
み
等

　　業者に依頼しフロア・階段・トイレ等の清掃を実施

【インターンシップ】企業研修制度等、学外での修学体制を整備している。

　　早期に内定となった学生の企業研修、進路探求の一環としてのインターン等

【安全管理】防災計画に基づく校内体制を整備し、消防署へ報告している。

　　４月に高松市南消防署に「消防計画書」を提出

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

施設・設備は教育上のニーズに十分対応できるように整備されていますか。

学内外学修、インターンシップ等に関する教育体制は整備されていますか。

防災・安全管理に対する体制は整備されていますか。

防災訓練等を実施していますか。

【ｍｅｍｏ】

改
善
策
等

①施設・設備等の環境整備については、安全管理を含めて、校舎の老朽化が進む今後も重点的に取

　り組む必要がある。

②学内外学修、インターンシップ等の制度は学生にとっても有益なので、継続して実施する。

③防火防災に関する取り組みは、組織としてはもちろん、個人レベルでも日常的に高い意識を根付か



評価点 前年比 前年

7-1 62 ↓ 63

7-2 90 ↑ 82

7-3 68 ↑ 66

【学生募集】主な広報手段は「学校案内パンフレット」・ＨＰ・ＳＮＳ・各種情報誌・ガイダンス等である。

【納付金】事務部を中心に適切に行っている。

【社会人入学生】ＨＰ、ＳＮＳ等の発信、各種問い合わせ等に積極的に対応している。

改
善
策
等

①学校をあげて広報活動の重要性、必要性を踏まえた学生募集に取り組む。

　→本科・受託を超えた教職員の各種ガイダンスへの積極的な参加

②オープンキャンパス参加が出願につながるので、オープンキャンパス参加者増加に取り組む。

　→ＨＰ、ＳＮＳ、各種情報誌で積極的にオープンキャンパス開催および参加を働きかける。

③従来の雑誌広告、周知内容等をより視覚的に本校の良さが伝わるように改善する。

　　→従来のデザイン、レイアウト、周知内容等を見直し、より関心を引くものに改善する。

　　　納付金の会計報告は文書の形で学生に周知している。

　　　広報部がSNSを通じて資料請求者にガイダンスやオープンキャンパス参加を働きかけている。

分
析

　　学生募集については、昨年に続き入学者数が減少したことが厳しい評価につながった。学校経営

　の根幹を成すところでもあるので、全職員の関心や危機感が高まっている。入学者数減少の背景には

　高校生の全体数減少、高卒者の就職状況好況、大学の易化傾向、不安定な経済状況等、様々な要

　因が複雑に絡んでいると考えられる。

実
績
・
取
り
組
み
等

　　①業者に委託してＨＰを刷新した後も常時最新の情報を発信している。

　　②インスタグラム等のSNSではよりカジュアルな内容で本校の取り組みやトピックを発信している。

　　③各種ガイダンスでは広報部を中心に本科教員が体験授業などに精力的に取り組んでいる。

　　④県内外の高等学校を訪問し、進路指導部を通じた広報・連携を図っている。

　　⑤資料請求者に対しては手渡し、郵送等で「学校案内パンフレット」を配布している。

　　⑥本校の校名を表示したノベルティグッズを作成し、学校訪問の際等に配布している。

　　⑦広報部がSNSを通じて資料請求者にガイダンスやオープンキャンパス参加を働きかけている。

【ｍｅｍｏ】

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｂ

学生募集活動は積極的かつ効果的に行われていますか。

学生納付金の取り扱いは適切に行われていますか。

社会人入学生の獲得に向け、有効な対策を講じていますか。

７　学生の受け入れ状況



評価点 前年比 前年

8-1 69 → 69

8-2 74 ↑ 72

8-3 85 ↑ 79

【財政基盤】中長期的に少子化に伴う入学者数の減少を見込んで、資金の運用にあたっている。

【予算・収支計画】現在は妥当であるが、入学者数が減少傾向にあり、見直しも視野に入れている。

【会計監査等】監査は適正に行われ、財務情報公開の体制は整備されている。

実
績
・
取
り
組
み
等 　　→財政基盤、予算・収支計画、会計監査については、いずれも理事会で報告

分
析

　　中長期的な学校の財政基盤及び予算・収支計画については、入学者数の減少が続いている状況が

あるため、ともにやや厳しい評価となっている。入学者数の減少に歯止めをかけることが本校の重要課

　題であることが浮き彫りになっている。

８　財務

Ｂ

Ｂ

Ａ

中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえますか。

予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっていますか。

会計監査が適正に行われ、財務情報公開の体制整備はできていますか。

改
善
策
等

①本校が目指すビジョン、少子化時代の学校のあり方とセットで財政基盤を強固にする。

　→将来的な学校の縮小化、業務のさらなる効率化、見直すべき支出等の検討

②従来の健全財務を維持するための業務引継ぎ等を円滑に行う。

　　→教職員の高齢化に伴う業務の引継ぎを計画的、継続的に実施

【ｍｅｍｏ】

Ｂ



評価点 前年比 前年

9-1 82 → 82

9-2 79 ↑ 72

9-3 81 ↑ 76

9-4 84 ↑ 78

【法令順守】関係法令等は遵守され、適正に運営されている。

【個人情報管理】「個人情報取り扱いマニュアル」を整備し、適切に管理している。
実
績
・
取
り
組
み
等

【自己評価】自己評価により、教育活動の工夫改善につなげている。

　　　６月に学生による授業評価を実施

　　　７～８月に保護者による学校評価を実施

　　　３月に授業評価・学校評価を踏まえて教職員による自己評価を実施　→　結果は本資料のとおり

【自己評価結果公表】評価結果はＨＰで公表している。

９　法令等の順守 Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

設置基準、関係法令等の遵守と適正な運営がなされていますか。

個人情報に関する規程を整備し、個人情報の適切な管理にあたっていますか。

自己評価を実施し、問題点の改善に努めていますか。

自己評価を実施し、その結果を公表していますか。

分
析

　　概ね肯定的な評価である。個人情報の管理や自己評価の意義についての理解が進み、現場におけ

る取り組みが昨年度より充実したと考えられる。学校評価を実施することで、教育活動の工夫改善につ

　ながっている点は今後も大切にすべきである。

改
善
策
等

①専門学校職員としてのプロ意識をもって業務にあたる。

　→全職員が校訓、教育目標、教育理念を実践することで法令順守、社会的信用を維持

②学校評価等で示された課題を自分事としてとらえ、協働してその克服にあたる。

　　→学校評価結果を踏まえた「ＰＤＣＡサイクル」推進、成果等の共有

【ｍｅｍｏ】



評価点 前年比 前年

10-1 82 → 82

10-2 63 ↑ 60

【社会貢献・公共職業訓練】各種教育行事等への協賛、求職者支援事業への参画にあたっている。

　【ボランティア】周知はしているが、奨励するまではしていない。学生の参加もほとんどない。

　で、学生としてはボランティアに参加する余裕がないようにも思われる。ボランティアに関しては厳しい

　評価となっているのはやむを得ない。

１０　社会貢献・地域貢献 Ｂ

Ｂ

Ｂ

学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・公共職業訓練等を行っていますか。

生徒のボランティア活動を奨励、支援していますか。

【ｍｅｍｏ】

改
善
策
等

①社会貢献も本校にとってはよきＰＲ機会ととらえて協賛等の依頼には極力応じる。

　→可能な範囲で協賛の実績等もＨＰ、ＳＮＳでＰＲ

②比較的参加しやすい早期内定者や進路探求者にボランティアを奨励する。

　→内定後の社会体験、進路探求の一環としてのボランティア参加

③ボランティアを就職活動の一環として位置づけて紹介する。

　　→（例）関連企業が参画している等の情報を提供　等

実
績
・
取
り
組
み
等

　　　香川県・高松市等が参画する各種教育関係大会への協賛

　　　ハローワーク高松・香川県立高等技術学校との連携による求職者支援訓練の受け入れ

　　　地域水利組合、地域青少年育成助成等への協力

分
析

　　ボランティア活動については、案内があった活動等については周知するが、学生の実情に配慮して

　奨励するまではしていない。２年間のカリキュラムを学ぶ以外に、資格取得や就職活動に取り組む中


